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研究成果の概要（和文）：　本研究の研究成果として、第一に、文献調査ならびにフィールドワークを通じて、
戦後日本社会における老いをめぐる社会構想をめぐる現代史を描くことができたことである。これによって戦後
日本社会における高齢化と高齢者政策をめぐる歴史的ダイナミズムを示すことができた。第二に、そうした知見
を具体的な成果として発表した。平成25年度から平成29年度の5年間において、天田城介・渡辺克典編『大震災
の生存学』（青弓社、2015年10月）を刊行した。その他にも、共著・分担執筆の論文は10本、学術論文20本以
上、書評・シンポジウム記録・その他が20本以上にもなり、この5年間で圧倒的な成果をおさめた。

研究成果の概要（英文）：　As the research achievements, first the project successfully depicted the 
modern history of aging in the post world war 2 society in Japan. As the result, the historical 
dynamism related to aging and social policies in Japanese society after the world war 2 was clearly 
presented. Second achievement is the publications of such knowledge as books and journals. During 
five years between 2013FY and 2017FY, one co-edited book, "Forms of Human Life and Survival under 
Megathrust earthquake", were published. In addition to that, more than 10 papers were co-authored, 
more than 20 academic journals were published, and more than 10 other articles like reviews and 
symposium proceedings were written. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 高齢者政策の緻密な解読を通して社会保
障制度がいかに変容してきたのかを解明す
る作業は、これまでの研究において医療保
険・年金保険・高齢者福祉・介護保険・税制
（老年者控除等を含む）など主題別ないしは
領域別に研究が重ねられており、戦後日本社
会において老いをめぐる歴史と政策がいか
なる変容を遂げてきたのかという観点から
分析されることはなかった。言わば、個別の
主題に関する歴史や制度や運用ないしは今
後の政策的提言に関しては多くの研究が行
われてきたが、その少子高齢化社会における
老いをめぐる歴史的ダイナミズムが描出さ
れることはなかったのである。 
加えて、そのような老いをめぐる歴史的ダ

イナミズムのもと、親子間・家族間・世代間
に生じている現実を踏まえ家族をめぐる不
平等がいかに語られてきたのか、そのことで
世代間分配の有り様はいかに形づくられて
いるのかを明示する作業はほぼ皆無であっ
た。とりわけ、戦後日本における歴史的・時
代的文脈のもと高齢者を含んだ親子間関
係・家族間関係・世代間関係がいかに変容し
てきたのかの詳細な分析はなされていない。 
更には、1970 年代以降の少子高齢化の進

展において、更には 2000 年代以降の超高齢
化／人口減少のもとどのような時代精神が
形成されてきたのかについての現代史が描
出されることはなかった。 
以上の 3 点の課題を同時に達成しつつ、老

いをめぐる現代史を緻密かつ詳細に分析す
ることを通じて、《現代社会における老いを
めぐる社会構想の編成》を提示することを本
研究の最大の狙いとする。 
 
２．研究の目的 
本研究は、戦後日本社会における高齢者政

策を中軸とした社会保障制度の歴史的変容
を解読しつつ、東アジア諸国との国際比較分
析を実施することを通じて、【1】戦後日本型
生存保障システムの変容、【2】現代社会にお
ける世代間関係・世代間分配の変容、【2】超
高齢社会／人口減少時代における老いをめ
ぐる社会構想の編成などについて解明する
ことを目的とする。 
具体的には、【1】として、戦後日本社会に

おける高齢者政策を含めた社会政策を広範
に読み解くことを通じて、かつて「地域間再
配分」や「世代間再配分」が実質的な「所得
間再配分」「階層間再配分」となり得ていた
が、それが困難を迎えていることを提示する。 
次いで【2】として、今日のような「ポス

ト経済成長時代」「超高齢社会／人口減少社
会」「労働力減少」の社会にあっては、「経済
成長」「人口増加」「労働力維持」を前提にな
り立っていた「戦後日本型生存保障システ
ム」が綻びを見せながらもかろうじて保たれ
てしまうこと、そのことによって各種の問題
が生じていることを解明する。 

最後に【3】として、戦後日本社会におけ
る高齢者政策の歴史の知見を踏まえつつ、
1970 年代以降における高齢者政策（医療・
年金・福祉・税制…）に対する批判的言説を
精査した上で、「社会実践的な知」の時代精
神が形成されながらも「社会構想の知」、と
りわけ「分配に関する社会構想」が失われて
いく時代精神を解明する。 
 
３．研究の方法 
 本研究の計画・方法は、前述の通り、【1】
高齢者政策の緻密な解読を通じて戦後日本
型生存保障システムがどのように変容して
きたのかを解明すること――少子高齢化・超
高齢化・人口減少のもとでの戦後日本型生存
保障システムの変容の解明――、【2】高齢者
を含んだ親子間関係・家族間関係・世代間関
係がどのように変容してきたのか、それはど
のような親子間・家族間・世代間の資源移転
や負担を通じて形成されてきたのかを考究
すること――世代間関係に関する考究――、
【3】現在の制度や政策はいかなる社会構想
のもとで設計されたのか、それはいかなる思
考的限界を内在したものであるのかを論考
すること――老いをめぐる社会構想の時代精
神に関する論考――の 3 つの主題を通じて、
「現代社会における老いをめぐる社会構想
の編成」を提示することである。その具体的
な方法としては、全体網羅的な文献研究と同
時に、インテンシヴなフィールドワークを通
じた質的分析を組み合わせることによって
解明していくものである。 
 
４．研究成果 
極めて乱暴にまとめると、本研究を通じて、

「現代社会における老いをめぐる社会構想
の編成」とは、【1】主として 1960 年代にお
ける日本型雇用システムの完成、そして 1970
年代以降において進められた「都市→地方」
の地域間再配分と「若者→高齢者」の世代間
再配分を中心とする生存保障システムによ
って人びとの生活・生存は保障されてきたが、
1990 年代後半以降になるとこのような戦後
日本型生存保障システムが綻びを見せなが
らも、奇妙にも維持されていく中で、【2】今
日の親子間・家族間・世代間関係が形成され
ていることを解明した。加えて、【3】1970
年代以降の少子高齢化の進展において、更に
は 2000 年代以降の超高齢化／人口減少化の
只中にあって「社会的実践の思想」はさまざ
まに紡ぎ出されているにもかかわらず、「社
会構想の思想」、とりわけ連帯・分配を志向
する「社会的なるもの」の思想が急速にやせ
細っていくことを解明したものである。 
上記の発見に関する具体的成果としては、

「５．主な発表論文等」に記したように、こ
の科学研究費が採択された 2008 年 4 月以降
でも雑誌論文 20 件、学会発表 15 件、図書
10 件以上（単著 1 冊、共著・分担執筆 10 冊）
であり、極めて生産的にその成果を公表する



ことに成功をしてきており、当初の計画を遥
かに凌ぐ進展を見せている。 
その他にも、5 年間で書評・シンポジウム

記録・その他が 20 本以上にもなり、この 4
年間にて圧倒的な成果をおさめることがで
きた。特に、目的に即した形で成果をまとめ
ることができており、飛躍的な研究の展開を
示すことができた。 
上記のことからも当初の計画以上に進展

していると判断・評価することができる。 
 その理由として、第一に、当初の研究計画
を超える研究の展開を示すことができてい
ること、第二に、雑誌論文・学会発表・著書
のいずれにおいても当初の予測を上回る数
の成果をまとめることができていること、第
三に、その成果は所属学会等に対してのみ発
表しているだけではなく、中央大学での研究
プロジェクトならびに国内外の研究者ネッ
トワークで形成している国際研究プロジェ
クトにおける成果としても広く発表・公開し
てきており、国際的水準に達するための更な
る研究展開を示すことが可能になっている
こと、第四に、個人の研究として着実かつ発
展的に研究を継続すると同時に、それらの成
果を共同プロジェクトの研究会等にて報告
することによって飛躍的に研究の質を向上
することができつつあることが挙げられる。
今後も上記を踏まえて更に研究を発展的に
展開していく予定である。 
 今後の研究の推進方策としては、引き続き 
現在の達成状況を踏まえて進めていくこと、
雑誌論文・学会発表・著書のいずれにおいて
も更に多数の成果を示していくこと、国際研
究プロジェクトでの活動と連動する形で、そ
の成果を国際的に発信していくこと、今後も
共同プロジェクトの研究会等の場にて報告
することを通じて飛躍的に研究の質を向上
させていくこと、などによって更に研究を推
進させていく。 
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